


FROM 2

博報堂生活総合研究所では、生活者の意識や行動の変化から将来の価値観や欲求の
行方を展望するため、同じ条件の調査エリア・調査対象者に対し、同じ質問を繰り
返し投げかける定点観測型のアンケート調査「生活定点」を隔年で実施しています。

衣食住、健康、学び、働き、消費・お金、余暇、遊び、家族、情報など、生活を360
度の視野で捉える質問は約2800項目（2008年度時点）にも及び、首都圏と阪神圏の
20歳～69歳　男女については、時系列データを追えるのが「生活定点」の最大の特
長です。

こうした時系列データでグラフを描けば、過去から今にかけて生活者がどのように変
化し、どんな生き方をしようとしているのか、 「生活波形」の軌跡を一望すること
ができます。

本レポートでご紹介するのは、1992年から2008年までを貫く「生活波形」の分析結
果です。1992年のバブル崩壊後、失われた10年を経て、2002年から「いざなぎ越
え」といわれたように緩やかですが戦後最も長い経済成長を遂げたものの、2008年
に入り、再びサブプライム問題に端を発するアメリカ経済破綻の影響を受け、暮らし
の足元がぐらつく生活者。このように激変する日本社会にあって、生活者や暮らしは
どのように変化してきたのか。「生活波形」の分析結果から見えてきた生活潮流を
20のトピックスとしてまとめました。

[概況]
安定を求める。

生活潮流 1992-2008

[情報]
情報能力を高める。

[健康・美容]
身体づくりに励む。

[学び]
知力をつける。

[働き1]
まじめに働く。

[働き2]
働き方を見直す。

[家族1]
仕事より家庭を優先する。

[家族2]
母権を尊重する。

[家族3]
家族と過ごす時間を作る。

[消費・お金1]
手元の現金を重視する。

[消費・お金2]
上手にやりくりする。

[消費・お金3]
産地や製造元を気にする。

[消費・お金4]
特別な消費をする。

[恋愛・結婚]
浮つかない。

[交際]
人と歩調をあわせる。

[余暇]
外出は控える。

[地域]
足元を見つめる。

[住]
騒がない、飾らない。

[地球環境]
環境に配慮して行動する。

[概況]
生活基盤の充実を望む。



概況

安定を求める。
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1992 1994 1996 1998 2000 2002 2004 2006 2008

41.7 42.3

45.7

54.2

57.7

55.8 55.6
56.6

59.8

今の世の中は変化が
多すぎると思う

現在の経済的余裕：
余裕のない方だ（まったく+やや）

欲しいもの：安定した暮らし

33.2

41.5

43.6 43.0
43.8

42.3

44.7

36.4

38.5

27.6

34.2

41.0

38.5
39.7

42.5

44.2

29.730.2



情報

情報能力を高める。
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1992 1994 1996 1998 2000 2002 2004 2006 2008

20.7

28.8
28.1

31.4 30.8
32.2 32.4

6.0

12.6

40.5

55.5

67.5

82.0

87.4

90.6

20.2

23.8

26.1

36.7

44.3

55.2

59.3

62.4

66.0

保有情報関連機器：携帯電話

情報処理能力が高い方だ
（高い+やや高い）

生活経験（最近1年以内）：
家庭でパソコンを使う

SNSを
利用している



健康・美容

身体づくりに励む。
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1992 1994 1996 1998 2000 2002 2004 2006 2008

22.6

24.3
25.7

24.4

28.2
29.7 29.3

30.0 30.5

13.6

16.9 17.0

19.3 19.3
20.5

18.6

21.1 21.6 21.8

23.6
24.4

今後（も）お金をかけたいもの：
健康診断･予防を含めて
医療にかけるお金

今後（も）お金をかけたいもの:
美容にかけるお金
（散髪、ｴｽﾃﾃｨｯｸなどを含む） 

関心のある情報：美容



学び

知力をつける。
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1992 1994 1996 1998 2000 2002 2004 2006 2008

24.4

26.9 26.9

23.5

28.3

31.3 31.0
32.3

33.8

17.9
17.2 16.9

15.2

12.6

16.7
17.8

20.1
20.8

33.7
35.3

33.4

31.5 32.1
33.3

35.6
36.6

38.6

日本の誇れること：
高い教育水準

年中行事経験（最近１年）：
学校の運動会･体育祭に行った

子供には塾、家庭教師を
つけて勉強させた方が
いいと思う

今後（も）お金を
かけたいもの：
子供のための教養･
勉強にかけるお金

46.2

38.9

26.2 23.1
24.4

21.9

19.8

38.3

42.0



働き1

まじめに働く。
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1992 1994 1996 1998 2000 2002 2004 2006 2008

63.1
64.2

60.9

63.1
61.9

62.9 63.3

66.0 66.4

25.7

23.5
24.5

25.3

23.6 23.2

32.5

30.7
29.9 30.1

26.1 26.0

11.1

8.5 8.8

6.9 6.5

4.8

世の中、運･ツキよりも
努力だと思う

早めに出社しなくても
始業時間に間にあえば
構わないと思う

仕事さえきちんとしていれば、
どんな服装でもよいと思う

昼休みにビールを
飲んだことがある



働き2

働き方を見直す。
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1992 1994 1996 1998 2000 2002 2004 2006 2008

17.0
16.0

14.5

16.2
14.9 15.5

18.4

21.8 22.3

33.7
34.9

50.0 50.5
51.2

47.4

44.5

41.4

能力主義はとても
合理的な制度だと思う

年功序列は守るべきである 



家族1

仕事より家庭を優先する。
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1992 1994 1996 1998 2000 2002 2004 2006 2008

74.6
73.8 73.3

74.7 74.1

77.0

33.3 33.3
34.6

38.7 39.0
40.2

仕事よりも家庭生活を
第一に考える方だ

男性でも育児休暇を
とるべきだと思う



家族2

母権を尊重する。
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1992 1994 1996 1998 2000 2002 2004 2006 2008

33.2 33.7
35.1

36.2
37.2

38.0

どちらかと言えば、
母親を尊敬している

ギフト機会（贈る）：
母の日

主に妻が買物や物事の
決定権を持っている
（既婚者ベース）

46.6

46.2
47.5

50.2

50.3

52.4

52.1

49.7

51.7
51.0

47.6

46.4



家族3

家族と過ごす時間を作る。
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1992 1994 1996 1998 2000 2002 2004 2006 2008

22.4
23.9

26.4
27.8 27.2

28.1
29.6 29.3

30.5

58.7
58.0

56.0

50.5
49.0

47.4

50.1
51.0

52.9

65.5 66.0

63.4

71.2

67.6 68.0

71.7 71.9

74.5

35.0 35.1 34.9
36.1

39.0
39.9

41.4

年中行事経験（最近１年）：
家族の誕生日の祝いをした

増やしたい時間：
家族と過ごす時間

年中行事経験（最近１年）：
お盆の墓参りをした

年中行事経験（最近１年）：
帰省した



消費・お金1

手元の現金を重視する。
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1992 1994 1996 1998 2000 2002 2004 2006 2008

74.3
75.4

72.9
73.6

74.6 75.0

77.6 77.0
78.6

28.0
28.8

31.7

34.9
34.0 34.5

36.6

39.8
40.6

信じるもの：お金

普及品より、
多少値段がはっても
ちょっといいものが欲しい

今後もお金をかけたいもの：
貯金するお金 

クレジットカードを
使うことに抵抗はない 

53.4

49.5

51.5
50.4

42.4
41.2 40.9

38.2
37.2

56.4

50.0

55.2 54.8 54.4 54.2

56.2

51.2

54.8



消費・お金2

上手にやりくりする。
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1992 1994 1996 1998 2000 2002 2004 2006 2008

50.8

45.9

48.0

49.9

45.3 45.4 45.7
44.4

43.5

15.1

18.2

15.0

10.9 10.4
8.9 9.3 8.7 8.2

値段が高くても、
気に入れば
買ってしまう方だ

現在お金をかけているもの：
冠婚葬祭にかけるお金

ものを定価で買うのは
ばかげていると思う

住宅ローンの
支払いがある

26.0

29.7

27.4

33.2
31.5

33.5 33.9

32.2

28.4

34.5 34.2

31.1 31.2

28.7
26.9

32.4
33.9



消費・お金3

産地や製造元を気にする。
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1992 1994 1996 1998 2000 2002 2004 2006 2008

48.1 48.6

44.6

47.0

36.5
35.6

31.9

28.0

23.3

17.9

14.5

17.0

14.1
13.2

19.5

27.6

31.8
30.8

31.7

28.0

30.3

27.3

21.0

14.0

貿易の自由化に賛成である

食品やその素材に不安がある

ものを買うときには、
どこの国のものかは気にしない方だ



消費・お金4

特別な消費をする。
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1992 1994 1996 1998 2000 2002 2004 2006 2008

63.0

71.5 71.2

63.6 63.8
65.4

70.0
69.1

71.8

18.4
20.0

21.9 21.9
22.7

24.6
25.7

最近１年で贈物をした：
誕生日

今後してみたいこと：
紹介記事や番組をみて、
飲食店へ行く

関心のある情報：
飲食店･物販店

自分へのごほうびとして
自分にプレゼントを
買ったことがある

30.7

31.6
33.0

34.6
35.6

36.6

29.0

32.1

37.2

40.1
39.0

41.5



恋愛・結婚

浮つかない。
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1992 1994 1996 1998 2000 2002 2004 2006 2008

18.0 17.9

20.3

15.6 16.1 15.6
14.0

13.1

27.1

23.9
25.1

24.3
23.0

21.9

49.9

45.4 45.8
45.0

42.3

39.3

いくつになっても
恋愛をしていたいと思う

充実した人生のためには、
何度結婚しても
かまわないと思う

好きなら不倫な関係でも
しょうがないと思う



交際

人と歩調をあわせる。
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1992 1994 1996 1998 2000 2002 2004 2006 2008

28.4

25.2
23.6 23.4 23.0

21.7

22.3

17.1 16.9 17.5
16.4 15.8

習慣やしきたりに
従うのは当然だと思う

遊びでも人には
負けたくない方だ

多くの人が
同じものを持つと、
興味がなくなって
しまう方だ

従来のスタイルや基本形には
こだわらない服装をする方だ30.0

25.2

23.7 22.9 23.0
21.5

20.6

27.227.7

29.0

38.1

40.4
39.4 39.1

45.4
44.4

27.6

30.8



余暇

外出は控える。

18

1992 1994 1996 1998 2000 2002 2004 2006 2008

33.7

42.0
40.6 40.3

41.5

44.3

15.8

25.6 26.0

23.5

25.6
26.3

今後（も）節約したいもの：
外食にかけるお金

家の中よりも、
野外で遊ぶ方が好きだ

今後（も）節約したいもの：
外出着にかけるお金

満足しているもの：
（家･土地などの）住まい

31.0

27.6

30.1

33.7
34.3

33.0

35.0

33.9
32.4

45.4

41.8

40.5

38.1
36.2 35.6

34.3

39.2

42.4



地域

足元を見つめる。
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1992 1994 1996 1998 2000 2002 2004 2006 2008

年中行事経験（最近１年）：
町内のお祭りに行った

関心のある情報：
地域（ローカル）の出来事

品数が揃っている店まで
わざわざ行く方だ

32.8 32.8

33.4

36.0 35.8

38.4

34.9

37.9

35.2

30.5

38.1

34.2

32.4

31.1

31.1

28.2

35.2

31.7

26.0

29.4 29.2 29.9

31.2 30.9

26.0



住

騒がない、飾らない。
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1992 1994 1996 1998 2000 2002 2004 2006 2008

51.7

46.9
46.2

48.3

42.8 42.2

45.1

41.2

39.439.0

35.8

34.0 34.0 33.5

31.3

よくする趣味：カラオケ

自宅（自分の部屋）の
インテリア・コーディネイトに
興味がある方だ

室内に観葉植物や
鉢植えがある

パーティーを開くなど、
友人を家に招くことが好きな方だ

器や盛りつけに気を遣い
食事の雰囲気を大切にしている方だ22.5

24.6

19.2

19.1 19.1

17.1

15.4

22.7

25.0

28.0

24.1 24.5
23.8

21.7
20.9

22.8

23.0

26.7

24.4 21.1

18.2 18.7
17.0

16.6

25.1

27.8



地球環境

環境に配慮して行動する。
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1992 1994 1996 1998 2000 2002 2004 2006 2008

地球環境保護生活：
考えて実行する

関心のある情報：
環境問題

環境配慮で買い物意識が
変わったもの：自動車

環境配慮で買い物意識が
変わったもの：家電品

35.3

44.8
43.7 43.6

43.2
44.9

49.8

46.4
45.0

28.5

39.2

44.2
45.3 44.9

28.1

26.7

22.7
22.0 21.6

26.6
25.8

27.6

33.2

36.8

34.8



概況

生活基盤の充実を望む。
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1992 1994 1996 1998 2000 2002 2004 2006 2008

30.1
28.8

26.1
27.1 27.3

32.5

76.2

74.4
72.9

66.3

68.4

66.3

68.1

65.2

59.4

15.5 15.0

11.5

7.9 7.9
6.5

5.5 5.5
4.3

自分の将来は
明るいと思う
（明るい＋
どちらかというと明るい）

多少、税金が
高くなっても
福祉を充実させる
べきだと思う

日本人は、国や社会のことに
もっと目を向けるべきだ

満足しているもの：
将来の保障（年金･保険など）

今の税金は
高すぎると思う

68.8 73.9

74.3

77.1 76.6 76.6 77.0

70.0
68.9

74.3

66.2

61.4
60.3

59.2

54.4

66.2
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生活定点調査概要

調査目的 2年ごとに同じ質問を、繰り返し同一条件の層の対象者に尋ね、
人々の生活動向の変化を量的にとらえる。

調査地域 首都40ｋｍ圏（東京都・埼玉県・千葉県・神奈川県・茨城県）　　　　　　　
 阪神30ｋｍ圏（大阪府・京都府・兵庫県・奈良県）
調査対象 20歳～69歳の男女
調査方法 訪問留置法
調査時期 隔年5月
設計・分析 博報堂生活総合研究所
実施・集計 株式会社 東京サーベイ・リサーチ
サンプル数 1992年 1,976名
（有効回収） 1994年～2002年 2,000名
 2004年 3,105名 
 2006年 3,293名
 2008年 3,371名
 男女それぞれ5歳刻みを1グループとし、最も少ないグループで

も有効回収数が125人となるように、2005年国勢調査結果に基
づきサンプルの割付を行った。

サンプリング 該当エリアの町丁目別世帯累積表より、1地点10人前後 とした
ときの地点を等間隔で抽出し、該当地点で対象者を設定した。　

生活定点URL http://seikatsusoken.jp/teiten/about/index.html
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1
9
9
7
年 
大
手
金
融
機
関
の
破
綻
が
相
次
ぐ

 

民
主
党
結
成

 

病
原
性
大
腸
菌
Ｏ
‐
1
5
7
に
よ
る
集
団
食
中
毒
が
発
生

1
9
9
6
年 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
一
気
に
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ー
ス
へ 

橋
本
龍
太
郎
内
閣

 

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社　
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
95
発
売

 

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件

1
9
9
5
年 
阪
神
淡
路
大
震
災

 

流
行
語
大
賞
に
「
就
職
氷
河
期
」

 

各
地
で
記
録
的
猛
暑
、
水
不
足
が
深
刻
化 

村
山
富
一
内
閣

1
9
9
4
年 
関
西
国
際
空
港
開
港 

羽
田
孜
内
閣

 

土
井
た
か
子
元
社
会
党
委
員
長
、
初
の
女
性
衆
議
院
議
長
に

 

55
年
体
制
の
崩
壊

1
9
9
3
年 
皇
太
子
と
雅
子
さ
ま
ご
結
婚 

細
川
護
煕
内
閣

 

バ
ブ
ル
景
気
の
終
焉

 

Ｐ
Ｋ
Ｏ
協
力
法
成
立 

（
1
9
9
1
年
〜
）

1
9
9
2
年 
育
児
休
業
法
施
行 

宮
沢
喜
一
内
閣

生活年表

※各年に起こった様々な出来事から抜粋


